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溶血反應 阻止帯現象ニ關 スル知 見補遺

岡山醫科大學衛生學教室(主任緒方教授)

醫學士　 須 磨 治 海

[昭 和10年11月2日 受 稿]

Aus dem Hygienischen Institut der Okayama Medizinischen Fakultat

 (Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata).

Beitrage zur Hemmungszonenerscheinung 

bei Hamolysereaktion.

Von

Dr. Harumi Suma.

Eingegangen am 2. November 1935.

Bei der Antigen-Antikorperreaktion 

wird oft die paradoxe Erscheinung, 

welche Neisser und Wechsberg bei 

Bakteriolyse des Immunserums in vitro 

beobachtet und als Hemmungszonen

phanomen bezeichnet hatten, beobachtet. 

Aber das Wesen ihrer Entstehung ist 

noch nicht ubereinstimmend erklart, 

obwohl viele Autoren es von verschie

denen Seiten aus studiert haben. Ver

fasser studierte dieses Phanomen von der 

Hamolysereaktion aus:

1) Bei Hamolysereaktion kann man 

das Hemmungszonenphauomen beobach

ten, wenn man das Komplement unter 

1 Einheit benutzt,

2) Je nach dem Mengenverhaltnis 

zwischen Endstuck und Mittelstuck kann 

diese Hemmungserscheinung auch beob

achtet werden. Als Komplementwirkung 

in Bezug auf das Me ngenverhaltnis von 

Endstuck und Mittelstuck beobachtet, ist 

die Menge des Endstuckes empfindlicher 

als die das Mittelstuckes. Wenn von dem 

Mittelstuck mehr oder weit weniger vor

handen ist, so ist die Komplementwirkung 

nicht genug end. Wenn die Endstuck

oder Mittelstuckimenge absolut geringer 

wird, so wird die Komplementwirkuug 

schwacher. Dabei ist sie fur die erste viel 

empfindlicher (etwa 4:1), als fur die 

zweite.
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3) Wenn der Komplementgehalt un

verandert bleibt, so geht das Hemmungs

zonenphanomen undeutlicher parallel mit 

der Verminderung der Blutkorperchen

menge. Wenn der Komplementgehalt 

parallel mit der Blutkorperchenmenge 
verringert wird, so wird das Hemmungs

zonenphanomen umso deutlicher.

4) Im hypertonischen Medium wird 

die Hemmungszonenerscheinung undeut

licher.

5) Das Komplement bindet in dieser 

Hemmungszone, nicht genug ein Teil 

bleibt im Medium frci.

6) Auch bei isoliertem Ambozeptor 

und beim Ambozeptor im Albuminteil 

bemerken wir diese Tatsache.

7) Das Globulin von verschiedenen 

Tierseren kann im allgmeinen das Mittel

stuck des Meerschweinchenkomplementes 

kompensieren, aber das Albumin nicht 

das Endstuck. (Autoreferat)
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第1章　 緒 論

諸 種 ノ免 疫 抗體 ガ抗 原 ニ作 用 シテ 反應 ヲ起

ス際 ニ兩 者 ノ量 的 關 係 適 當 ナ ル ヲ要シ 若シ 一

方 ノ餘 リニ過剰 ナ ル時 ニ ハ反 テ反 應 阻 止 ノ現

象 ヲ見 ル.溶 菌 現 象,細 菌凝 集 反應,血 球 凝

集 反應,溶 血 反應,沈 降 反應 等 殆 ド總テ ノ抗

體,抗 原 反應 ニ 於 テ 出現 ス ル現 象 ニ シテ阻 止

帯 現 象,逆 比 現 象 卜云 フ.

斯 カル不 思議 ナ ル現 象 ハ1896年Loffler u.

 Abel32)ニ ヨ リTyphus菌 ノ海〓 ニ對 ス ルレ最 小

致 死 量 ヲ定 メオ キ之 ニ適 量 ノ免疫 血 清 ヲ加 へ

注 射 ス ル時 ハ海〓 ハ死 セザ ル モ此 際 加 フル血

清 ガ少 量 ニ テモ亦 多 量 ニテ モ海〓 ハ死 スル事

ヲ發 見シ 奇 異 ノ感 ニ打 タ レタ ル モ之 ヲ試驗 管

内 ニ於 テ發 見 セル ハNeisser u. Wechsberg1)

ニ シテ一 定 量 ノ抗 原 ヲ種 々 ニ稀釋 セ ル非 働 性

殺 菌 性 免疫 血 清 ニ混 ジ一 定 量 ノ補體 ヲ之 ニ加

フ ル時 適 當 量 ノ免疫 血清 ハ ヨ リ殺 菌 作 用 ヲ逞
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ウ スル ニ 反 シテ 大量 ノ免 疫 血清 ハ小量 ノ如 ク

其 ノ作 用弱 シ氏 等 ハ斯 ノ現 象 ヲEhrlich氏 ノ

側 鎖 説 ニ基 キ免 疫 濃 厚 部 ニ存 スベ キ過 剰雙 攝

體 ニ因 ス ル補體 ノ轉 向 ヲ以 テ説 明 セ リ.

沈 降 反 應 ニ 於 テ緒 方教 授2)ハ 沈 降 素 ニ對 ス

ル抗 原 ノ好 適 濃度 ア ル事 ヲ認 メ之 ラ結 合 帯 卜

名 ヅ ケタ リ.

斯 カル阻 止 帯 現 象 ハ古 來 多 種 ノ説 アル モ 其

ノ成 立 機轉 ニ關シ テ ハ 未 ダ歸 一 ス ル所 ヲ知 ラ

ズ.其 ノ主 ナ ルモ ノヲ學 グ ル ニ

1) 過 剰雙攝體 ニ ヨル補 體 ノ轉 向

(Neisser u. Wechsberg, Morgen

roth3))

2) 抗 原 ノ凝 集 ニ依ル 機 械 的 反應 阻 止

(由 利4))

3) 反應 物 質 間 ノ量 的 關 係

(城5),吉 田6))

4) 沈 降 物 ニ ヨル補 體 ノ固定

(Gay7))

5) 雙攝 體 ノ解 離

(Pandit8))

6) 變 性 補體

(Brekke9))

7) 抗 原 表 面 ニ生 ジ タ ル沈降 被 膜 ニ ヨ リ補

體 浸 入阻 止

(Sormani10))

8) 特 殊 免 疫 體 ノ産 生

(Levaditi11), Thyotta12))

等種 々 ア リテ未 ダ歸 一 セ ズ.

溶 血現 象 ニ就 キテ ナ セル實驗 ハ割 ニ尠 ク,

 Morgenroth, Gay,吉 田 氏 等 ニ於 テ 見 ル.

余 モ亦 溶 血阻 止帯 現 象 ニ就 キ知 見 ノ補 遺 ヲ

セ ン 卜 ス,

第2章　 實驗 材 料 及 ビ 實驗 方 法

第1節　 免 疫

免 疫 動 物 卜シテ體 重2000-2500gノ 健 康 ナ ル 成

熟 家 兎 ヲ選 ビ.免 疫 原 トシテ新 鮮 ナ ル山羊 血 球 ヲ

以 テ シ,耳靜脉 ニ注 射 セ リ.

山 羊 血球 ハ 脱 繊 維 シ3囘 洗滌 シ タル後10%ノ

生 理 的 食鹽 水 浮游 液 ヲ作 リ2cc, 3cc, 5ccト 順

次增 量 シ ツ ツ4日 ノ間隔 ヲ置 キ テ數囘 以 上 免 疫 シ

最 後 ノ免疫 ヨ リ7-10日 目 ニ 採 血 セ リ.

第2節　 溶 血 反 應

山 羊 溶 血系 統 ヲ用 フ. 2.5%山 羊 血球 浮游 液 卜

非 働 性 ニ ナ セ ル 山 羊 血球 ニ對 ス ル 家 兎 溶 血 性 血 清

ヲ用 ヒ補體 ハ新 鮮 海〓 血 清 ノ補體 價 ヲ測定 シ其 ノ

種 々 ノ量 ヲ用 フ.

3者 一 定 量 ヲ混 合 シ37℃ ノ孵 卵 器 ニ1時 間 貯

ヘ テ其 ノ結 果 ヲ判 定 ス.〓 ヲ完 全 溶 血 トシ漸 次 其

ノ度 ニ順 ジ〓, 〓,+ヲ 以 テ シ,－ ヲ完 全 溶 血抑

制 トセ リ.

第3節　 補 體 價 測 定 法

補體 ヲ遞 降 的 ニ稀釋 シ次 デ 溶 血素(溶 血 價 ノ2

倍 量 ヲ使 用 ス)及 ビ2.5%血 球 浮 游 液 ヲ混 ジ生 理

的 食鹽 水 ヲ加 へ全 量 ヲ同 一 トナ シ37℃1時 間孵 卵

器 ニ置 キ 完 全溶 血最 後 ノ試驗 管 ノ補體 量 ヲ1單 位

トナ ス.本 實驗 ニハ 實驗 ノ都 合 上1㏄ シ ス テ ム,

 0.5㏄ シ ス テム, 0.25㏄ シ ス テム ヲ場 合 ニ ヨ リ採

用 セ リ.

第4節　 補 體 ノ炭 酸 沈 澱 法 ニ ヨ ル

分 離

1907年Ferrata13)ハ 海〓 血清 ニ濾膜 透 折 法 ヲ行

ヒ血 清 ヲAlbumin屑 卜Globulin屑 トニ分 離 ス

ル 事 ニ成 功 シ,コ ノ際 補 體 モ亦2成 分 ニ分 離 セ ラ

レ其 ノ1ハAlbumin屑 ニ存 シ他 ノ1ハGlobulin
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屑 中 ニ含 有 セ ラ レ此 兩 成 分 ハ單獨 ニ テハ 補體 作 用

ヲ螢 爲 セザ ル モ兩 者 協 同 シ テ初 メ テ補 體 作 用 ヲ發

現 ス ル事 ヲ認 メ タ リ.コ レ補體 ノ單 一體 ニ非 ザ ル

事 ヲ考 慮 ス ル ニ至 レ ル初 メ ニ シテ 補體 ガ温 熱 ニ對

シテ非 働 性 ニ ナ ル ハAlbumin屑 中 ニ存 ス ル成 分

ガ其 ノ作用 ヲ消失 ス ル爲 ナ リ ト云 ヘ リ.

其 ノ後Brand14)ハ 海〓 血清 ニ就 キ濾膜 透 折 法

ニ ヨ リ分 離 セ ル2箇 成 分 ヲ夫 々雙攝 體 所 帯 ノ血球

ニ混 合 セ シ メ タル ニ,斯 カ ル雙攝體 ニ ヨ リ感 作 セ

ラ レ タル 血球 ト結 合 ス ル モ ノハGlobulin屑 中 ニ

含 有 セ ラ ル ル成 分 ニ シ テ最 後 ニAlbumin屑 中 ニ

含 有 セ ラ ル ル成 分 ガ結 分 ス ル事 ヲ発 見 シ,前 者 ヲ

中 節,後 者 ヲ末 節 ト命 名 セ リ.

Sacks u. Altman15)ハ鹽 酸 沈 澱法 ニ ヨ リ溶 血性

補 體 ヲ2箇 成 分 ニ分 離 セ リ.

溶 血 性 補 體 ヲ炭 酸 沈 澱 法 ニ ヨ リAlbumin屑,

 Globulin屑 ニ 分離 シ タル ハ1911年Liefman16)ヲ

始 メ トス.其 ノ方 法 ハ4倍 量 ノ蒸餾 水 ニテ 稀釋 セ

ル海〓 血清 ニ約5分 間 炭 酸 瓦 斯 ヲ通 ジ充 分 ニ沈澱

セル 後 遠 心 沈 澱 シ,沈 澱 物 ハ蒸餾 水 ヲ以 テ 洗滌 シ

次 デ 血 清 量 ノ2倍 ノ蒸餾 水 ヲ注 ギ乳劑 トナ ス コ レ

中節 液 ナ リ.上 清 ハ10-30%食鹽 水 ヲ 加ヘ テ用 ニ

臨 ミ稀釋 シ生 理 的 食鹽 量 トナ ス ト.其 後Liefman u

. Cohn17), Jacoby u. Schutze13), Ritz19), Sachs

 Altman15),猪 木20)氏 等 之 ヲ追 試 シ且之 ヲ是 認 シ

海〓 血清 ハ炭 酸 分 離 法 ニ ヨ リAlbumin屑 及 ビ

Globulin屑 ノ2箇 成 分 ニ分離 セ ラ レ其 ノ各 ハ單 獨

ニテ ハ 補體 作用 ヲ營 爲 セザ ル モ兩 者 ヲ混 合 ス ル時

ハ初 メテ 補體 作 用 ヲ發 現 ス ル 事 ヲ認 メ タ リ.

並 ニ於 テ 余 ハ 補體 成 分 ヲ炭 酸 沈澱 法 ニ ヨ リ2箇

成 分 ニ分 離 シAlbumin, Globulinノ 量 的關 係 ノ

溶 血 阻 止 帯 現 象 ニ及 ボ ス影 響 ヲ檢 セ ン 卜セ リ.

海〓 血清 ヲ蒸餾 水 ヲ以 テ4.5倍 ニ稀釋 シ コ レ ヲ

「メ ス チ リンデ ル」ニ入 レ低温 ニ テKipp氏裝 置 ニ

ヨ リ發 生 ス ル炭 酸 瓦 斯(硫 酸 及 ビ水 ヲ人 レ タル 瓶

ヲ通 過 セ シム)ヲ 導 ク事7－20分 ニ シテ 血 清 ハ忽

チ乳 白 色 ニ溷 濁 シ微 細 ナ ル顆 粒状 ノ沈 澱 ヲ形 成 ス

ル ニ 至 ル.コ ノ沈 澱 ノ充 分 ニ形 成 セ ラル ル ヲ待 チ

遠 心 沈澱 管 ニ装 ヒ上 清 卜沈渣 ニ 分離 ス.斯 クシ テ

得 タル 上清 ニ8.5%食鹽 水 ヲ1:9ノ 比 ニ加 ヘ テ 等

張 食鹽量 ニ ナ ス.之 ヲ新 鮮 「ア ル ブ ミン」屑 トナ

ス.即 チ上 清 ノ濃 度 ハ,原 血 清 ノ5倍 稀 釋 液 ニ相

當 ス.

沈 渣 ハ 更 ニ蒸餾 水 ニテ2囘 洗滌 シ タ ル モ ノ ヲ

8.5%ノ 食鹽 水 ニ溶解 セ シ メ 之 ヲ 原 血清5倍 稀釋

量 ノ等張 液 ニ訂 正 ス.之 ヲ新 鮮 「グ ロブ リン」屑 ト

ナ ス.原 血清 ノ20%ニ 相 當 ス.

第5節　 溶 血 素 ノ分 離 方 法

一 定 量 ノ抗 原 ト抗 血 清 トヲ混 合 後2時 間37℃ ノ

孵 卵 器 ニ細 メ抗 體,抗 元 ヲ充 分 結 合 セ シ メ上 清 ト

沈 渣 ニ分 チ,沈 渣 ハ生 理 的 食鹽 水 ヲ以 テ3囘 洗 滌

シ次 デー 定量 ノ生 理 的 食鹽 水 ニ 浮游 セ シ メ,45℃

ノ重 湯 煎 ニ入 レ30分 後 之 ヲ取 リ出 シ強 力遠 心 シ

透 明 ノ上 清 ヲ得,之 ヲ分 離 溶 血素 トス.

第3章　 實驗 成 績

第1節　 補體 ノAlbumin, Globulin

ノ 量 的變 化 ニ 依 ル溶 血 阻 止

帯 現 象

Albumin屑(原 液1:1ハ 原 血 清 ノ5倍 量,即 チ

20%)Globulin屑(Albuminト 同 ジ)ヲ 種 々 ノ容

量 ニ混 ジ タルモ ノ ヲ以 テ 溶 血反 應 ヲ檢 スル ニ第1

表 ノ如 シ.補 體 トシテ, Albumin, Globulin混 合

液, 2.5%血 球 浮 游 液,遞 降 的 稀釋 ノ溶 血 素 各0.5cc

ヲ用 フ.

Albumin, Globulin混 合(1:1)+(1:1),(1:1)

+(1:3)ニ 於 テ ハ 溶 血 阻 止 現 象 ヲ表 ハ サ ザ ル モ

(1:1)+(1:10)ニ 於 テ 極 輕 度 ノ溶 血 阻 止 帯 現 象 ヲ

表 ハ シ(1:1)+(1:20), (1:1)+(1:40)ニ 於 テ ハ 甚

15
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シ キ阻 止帯 現 象 ヲ表 ハ シ(1:1)+(1:80)ニ 於 テ ハ

最 早 溶 血反 應 ヲ呈 セ ズ.反 之Albumin, Globulin

混 合(1:1.5)+(1:1)ニ 於 テ既 ニ溶 血阻 止現 象 ヲ表

ハ シ(1:2)+(1:1), (1:25)+(1:1)ニ 於 テ甚 シ キ

阻 止 現 象 ヲ示 シ(1:3)+(1:1)ニ 於 テ ハ最 早 ヤ溶 血

現 象 ヲ呈 セ ズ.

Albumin(1:2)+(1:2)ニ 於 テ ハ溶 血 阻 止現象 ヲ

呈 セ ズ(1:3)+(1:3)ニ 於 テ ハ極 ク輕 度 ノ(1:4)+

(1:4)ニ テ稍 明 カ ニ(1:6)+(1:6), (1:10)+(1:10)

ニ於 テ甚 シ キ溶 血 阻 止現 象 ヲ呈 シ(1:15)+(1:15)

ニ於 テハ 最 早 ヤ 溶 血阻 止現 象 ヲ呈 セ ズ.

溶 血 阻 止現 象 ハAlbumin, Globulinノ 量 的變

化 ニ ヨ リテ起 ル,即 チ中 節 量 甚 シ ク小 量 ニナ リテ

モ,亦 末 節 量小 量 ニ ナ リテ モ亦 中 節 量 多量 ニ過 ギ

テ モ,又 中 節,末 節 共 ニ小 量 ニ ナ リテ モ溶 血 阻 止

帯 現 象 ヲ表 ハ ス.

第1表　 補 體 ノAlbumin及 ビGlobulinノ 量 的變 化 ニ ヨル溶 血 阻 止 帯 現 象

免 疫 血 清A

16



溶血反應阻止帯現象ニ關スル知見補遺　 1547

第2節　 補 體 量

前實驗 ニ於 ケル中節,末 節種 々量 ノ補體 ノ補體

價 ヲ檢 スルニ第2表 ノ如 シ.

第2表　 補 體 價

即 チ完 全溶 血 ヲ ナ シ阻 止 帯 現 象 ヲ認 メザ ル モ ノ

ハ 補體 價 高 ク反 應 上 ニ補 體 量 充 分 ニ ア リ.阻 止帯

現 象 ヲ起 セ ル モ ノニ於 テハ 補 體 價 低 ク補體 量 不充

分 ナ リ(0.5㏄ シス テ ム).

第3節　 Albumin及 ビGlobulinノ

量 比 關 係 ノ補 體 作 用 ニ 及 ボ

ス 影 響

補體 價0.03ヲ 有 ス ル海〓 血清 ヲAlbumin及 ビ

Globulinニ 分 離 シ其 ノ各 々 ヲ 種 々 ノ量 比 ニ混 合

シ即 チ各 稀 釋度 ノ中 節,末 節 液 ヲ0.25㏄ 宛 混 合 シ

テ0.5㏄ ナ ラ シ メテ0.5㏄Systemニ テ溶 血 反應 ヲ

行 フ.溶 血素 ハ2單 位,血 球 ハ2.5%浮 游 液 ヲ用

フ.原 中 節.末 節 液 ハ原 血 清 ノ5倍 量 ニ相 當 ス,

其 ノ補 體 作 用 ヲ檢 セ ル ニ第3表 ノ如 シ.

第3表　 Albumin及 ビGlobulinノ

量 比 關 係 ノ補 體 作 用 ニ及 ボ

ス影 響

Albuminノ 原 液 ニ於 テハGlobulinノ(1:10)

迄, Albumin(1:1.5)ニ 於 テハGlobulin(1:6),

 Albumin(1:2)ニ 於 テ ハGlobulin(1:4)Albumin

(1:2.5)(1:3)ニ 於 テハG1obulin(1:3)迄 補體 作

用 充 分 ニ發 揮 ス ル 事 ヲ得.

之 ニ反 シAlbumin(1:4)以 下 ニ於 テ ハ如 何 ニ

Globulin量 充 分 ニ存 ス ル モ 補體 作 用 ヲ充 分 發 揮 ス

ル 事 不 可能 ニ シテ時 ニGlobulin絶 對量Albumin

ヨ リ多 キ時 ハ却 テ補 體 作 用 阻 止サ ル.

Albuminノ 減 少 率 ガGlobulinノ 減 少 率 ヨ リ

モ 補體 作用 上 ニ 及 ボ ス影 響 鋭 敏 ニ シテAlbumin,

 Globulinノ 等 量 ニ ア ル時,補 體 作 用 充 分 ナ ル ガ如

シ. Globulin餘 リニ濃 厚 ナ ル 時 ハ 補 體 作 用 ヲ抑

制 シ.餘 リニ稀 薄 ナ ル 時 ハ 補 體 作 用 不充 分 ナ リ.

 Albuminモ餘 リニ少 量 ノ 時 ハ 補 體 作 用 不 充 分 ナ

リ.

溶 血 作用 ニ必 要 ナ ル 補 體 各 成 分 相 互 ノ量 的 關 係

ニ關 シテFerrataガ 補體 ヲ2箇 成 分 ニ分 離 シ得

ル 事 ヲ述 ベ テ 以 來 補 體 作 用 ノ中 節 及 ビ末 節 間 ノ量

的 關 係 ニ就 キ ナ セル實驗 多 シ, Liefman u. Cohn,

 Frankel21), Liefmlan u. Stutzer22), Friedeman23)
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等 ハ 溶 血阻 止作 用 ハGlobulinノ 成 分中 ニ存 ス ト

云 ヘ リ. Friedemanハ 「グ ロブ リ ン」ガ 抗 補體 的

ニ 作用 シ,多 ク ノ正常 血清 ガ抗 補體 的 ニ作 用 セザ

ル ハ兩 者平 均 セ ル ガ 爲 ナ リ ト.猪 木 氏 ハ溶 血作 用

ヲ營爲 ス ル ニ要 スル量 ハ中 節 少 ク,末 節 多 シ 卜.

黒 澤,石 井,西 田 モ亦 中節 ノ濃厚 部 ハ溶 血作 用 不

充 分 ナ ル ヲ認 メ タ リ.廣 田 氏 ハ「ア ルブ ミン」屑 ハ

著 シ ク溶 血反應 ヲ促進 シ,「 グ ロ ブ リ ン」屑 ハ阻 止

ス ル 事 ヲ認 メ タ リ.

第4節　 正 常 補體 テ以 テ ス ル 溶 血 阻

止 帯 現 象

正 常 補體4單 位, 2單 位, 1單 位, 0.8單 位,

 0.5單 位, 0.3單 位, 0.1單 位 ヲ以 テ 溶 血反應 ノ阻

止 現 象 ヲ見 ル ニ4單 位, 2單 位 ニ於 テ ハ溶 血阻 止

現 象 ハ起 ラズ. 1單 位 ニ 於 テ ハ 多少 ノ阻 止 現 象 ヲ

呈 シ, 0.8, 0.5, 0.3單 位 ニ至 リ次 第 ニ溶 血 素價 モ

低 下 ス ルモ 阻 止現 象著 明 トナ リ阻止 部 ノ擴 張 ヲ見

ル. 0.1單 位 ニ 於 テ ハ 溶 血現 象 ヲ見 ズ.即 チ1:250

ノ部 ヲ中心 トシテ中 央 ニ向 ヒ移 動 ス.

第4表　 正常補體ヲ以テスル溶 血阻

止帯現象

免疫血清A

第5節　 上 清 中 ノ殘 存 補體 量

前實驗 ニ於テ上清中 ノ殘存補體量 ヲ知 ラン ト欲

シ其 ノ補體價 ヲ測定 セ リ.

前 實驗 ノ溶 血 阻 止部.非 阻 止 部 及 ビ不 完 全 溶 血

部 ノ各 試驗 管 ヲ遠 心 沈 澱 シ,其 ノ上 清0.75, 0.4, 

0.2㏄ ノ各 ニ其 ノ補體價 ヲ測 定 ス ル ニ牛 血 球2.5%

竝ニ 抗牛 血 球 溶 血 素2單 位 ヲ夫 々0.25㏄ 宛 混 和

シ,全 量 ヲ生 理 的 食鹽 水 ヲ混 加 シテ1.25ccナ ラ シ

ム.對 照 ニハ0.25シ ス テ ム トナ シ.生 理 的 食鹽 水

ヲ加 ヘテ1.25㏄ ナ ラ シム.對 照 ニ テ夫 々 ニ 相當 ノ

補體價 ヲ有 ス.溶 血 阻 止 部 ニハ 少 量 ノ殘 存 補體 ヲ

何 レモ認 メ,非 阻 止 部 ニハ詔 メズ,不 完 全 溶 血 部

ニ モ亦 補體 ノ殘 存 セ ル ヲ認 ム.即 チ溶 血阻 止部 ニ

ハ 補體 ハ一 部分 遊 離 ノ状 態 ニア リ.

第5表　 上清中ノ殘存補體量

免疫血清A

第6節　 上 清 中 ノ殘 存 抗體 量

同 ジク前實驗 ニ用 ヒ タル免疫血 清 ヲ用 ヒ テ 抗

原,抗體,補體3者 ヲ混合 シ, 1時 間37℃ ノ孵卵

器 ニ入 レ然ル後遠 心沈 澱 シ其 ノ上清中 ノ抗體 量 ヲ

檢セリ.

血球浮游液,溶 血素血清各稀釋液,補體1.0單

位各0.5㏄ ヲ混和 シテ5-10倍 ノ間 ニ於テ溶血阻
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止帯 現 象 ヲ認 ム ル 事 ヲ得,コ ノ上清1.5ccニ2單

位 ノ補體, 2.5%山 羊 血 球 浮 游 各0.5㏄ 宛 加 ヘ テ尚

ホ1時 間37℃ ノ孵 卵 器 ニ オ ク ニ第6表 ノ如 ク上

清 ハ 夫 々 幾 分 ノ溶 血價 ノ低 下 ヲ見 タ リ.

各 血 球 ニハ 各 々 相 當量 ノ溶 血 素 結 合 セル ヲ思 ハ

シム.

第6表　 上 清 中 ノ殘 存 抗體 量 免 疫 血 清A

第7節　 血 球 量 ノ及 ボ ス溶 血 阻 止 帯

現 象

血液 浮游 液5%ヨ リ種 々 ノ濃 度 ノ血球 浮 游 液 ヲ

用 ヒ補體 ハ 補體價0.3ノ 補體 ヲAlbumin, Globulin

ニ分 チAl.+Gl.(20%+20%)及 ビAl.+Gl

. (10%+20%)ノ2通 リヲ用 ヒ タ リ.

先 ヅ補體 使 用量 ハ血 球 量 ニ比 例 シテ遞 減 ス.第

1ノ 補體 ヲ用 フ ル時 ハ 溶 血 阻 止 帯 現象 ヲ認 メズ.

溶 血素價 モ血球量 減少 ニ反比例 シテ上昇 ス.

第2ノ 補體 ヲ用 フル時ハ溶 血阻止帯現象 ヲ一様

ニ認 メ,溶 血素價 モ血液量 ニ反比例 シテ上昇 シ,

溶 血阻 止帯 モ次第 ニ擴大 ス.

次デ第2ノ 補體 ヲ用 ヒ血球 量ハ減少 スルモ補體

量 ヲ一定 ニナ ス時ハ血球量 ノ減少 ニ ツレ溶血素價

ハ上昇 シ,同 時 ニ血球量減少 ニ ツレテ溶 血阻止帯

不明瞭 ニナ リ遂ニ阻止帯 ノ消失 スル ヲ認 ム.

第7表　 血球量 ノ及ボス溶血阻止帯現象
免 疫 血 清A
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蓋 シ補體 ハ血球量 ニ比 例 シテ減量 セルモ溶血素

ハ唯遞 減的 ニ減少 セル ノミナ几故溶 血素價 ハ血球

量 ニ反比 例 シテ上昇 シ得 ルハ考ヘラルル所 ニシテ

抗體 屋モ血球屋 ノ減少 ニ依 リ比較的 ニハ增量 ヲ來

シ反應參 與物質 問 ノ不調 ヲ來 シ溶血阻止帯 モ亦擴

張 ヲ來 シ得.

血球量 ノ ミ減少 スル モ,補 體屋一定ナル時ハ血

球量減少 ニツレ補體量 モ比較的 ニハ增 大 シ補體量

ノ充分量 ヲ來 ス故,溶 血阻止帯不明瞭 トナルナ ラ

ン.

第8節　 高 張 「メ ヂ ウ ム」ニ 於 ケ ル 溶

血 現 象

生 理 的 食鹽 水 ニ テ測 定 セ ル補 體 價 ノ2單 位 量 ヲ

用 フ,但 シ溶 血反應 ニ ハ補 體,溶 血「シス テ ム 」ヲ

高 張 「メヂ ウ ム」ニ テ取 扱 フ.

0.85%-1.46%ノ 食鹽 水「メヂ ウム 」ニ於 テハ 溶

血 阻 止 作用 ヲ呈 セ ズ.溶 血素 價 モ高 張 液 ニ隨 ヒ低

下 ス.

153%, 1.7%, 1.87%ニ 於 テ溶 血 阻止 現 象 輕 度

ニ出 現 ス ル モ著 シ カ ラ ズ.

第8表　 高張「メヂウム」ニ於ケル溶血現象

免 疫 血 清B
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2.02%ニ 於 テ ハ 溶 血 反應 ヲ見 ル事 能 ハ ズ.

各 「メヂ ウム 」ニ於 テ補 體 價 ヲ測 定 ス ル ニ「メヂ

ウ ム」高 張 ニ ナ ル ニ ツ レ補 體 價 ハ 低 下 セ リ.

猪木 氏 ハ過壓 性 食鹽 水 中 ニ於 テ補 體 價 ノ低 下 ス

ル ヲ補 體 作 用 ノ阻 止 ニ歸 セ リ.

高 張 食鹽 水「メ ヂウ ム」ニ於 テ溶 血 阻 止 帯 不明 瞭

トナ リタル ハ 溶 血 價 ノ低 減 ニ伴 ヒ平 行 シテ 移 動 シ

阻 止 帯狹 小 トナ ル ト見 ル ヨ リモ,反應 度 高 張 「メ

ヂ ウ ム」 ニ於 テハ 減弱 サ レ溶 血 價 低 下 ス ル ト共 ニ

反應 度 一 般 ニ減 弱 シ從 テ溶 血 阻 止 帯 ハ 不 明 瞭 ナ レ

共 尚 ホ多 少 ノ阻 止現 象 ハ認 メ ラル モ ノ ト信 ズ(第

8表參 照).

第9節　 溶 血 素 血 清 ノAlbumin部,

 Globulin部 及 ビ分 離 溶 血

素 ノ阻 止 帯 現 象

溶 血 素 血 清 ヲ種 々 ナ ル沈澱 法 ヲ用 ヒテ分 屑 ス ル

時,溶 血 素 ハ 何 レ ノ蛋 白 屑 ニ移 行易 キ ヤ ノ問題 ニ

就 キLandsteiner26)ハ 溶 血 素 ハGlobulinニ屬 ス

ト云 ヘ リ.然 レ ドモArlo27)ハCO2ノ 誘 導 ニ ヨル

沈 澱 法 ヲ用 フ ル 時 ハ 溶 血素 ハ唯 微 量 ニGlobulin

屑 ニ證 明 サ ル ル ト.余 モ亦CO2誘 導 ニ ヨル沈 澱 法

ヲ用 フ ル時 ハ溶 血素 ハ 大 部 分Albumin屑 ニ證 明

シGlobulin屑 ニハ極 小量 ヲ證 明 セ ル ノ ミ.コ レ

蓋 シ炭酸 誘 導 法 ニ於 テ ハ 沈 渣 ハ 主 トシテ水 ニ難 溶

性 ノEuglobulin部 ヨ リナ リ上 清 モ亦Globulin殊

ニPsendglobulinヲ 含 有 スル ニ依 ル ナ ラ ン.

溶 血素 ノ分 離 ハ 血 球量0.5㏄ ニ溶 血 素10000單

位 ヲ結 合 セ シ メ テ分 離 セ リ.

Albumin部 ニ於 テ モ補 體 － 單 位以 下 ニ於 テ 溶

血 阻 止 帯 現 象 ヲ認 ム. Globulin部 ニ於 テ ハ 溶 血

素 量 小 量 ナ ル 爲 溶 血 阻 止帯 現 象著 明 ナ ラズ.分 離

溶 血素 ニ於 テ モ 溶 血 阻 止帯 現象 ヲ認 ム ル 事 ヲ得.

即 チ 溶 血素 血清 成 分 ニ ヨ リ(溶 血素 以外 ノ)溶 血 阻

止 帯 現 象 ノ起 ラザ ル ヲ知 ル.

第9表　 溶 血 素 血 清 ノAlbumin部,

 Globulin部 及 ビ分 離 溶 血

素 ノ阻 止 帯 現 象

免疫血清B

第10節　 他 種 動 物 血 清Albumin,

 Globulinノ 海〓 補 體 ノ末

節,中 節 ノ 代 償 能 力

諸 種 動 物 血 清 ノ 溶 血 性 補 體 能 力 ニ 關 シ テ ハ

Liefman u. Sturzer, Marks28), Frankel29),猪 木,

名 古屋30)氏 等 ニ ヨ リ研 究 サ レ諸 種 動 物 血 清 ノ補 體

能 カ ノ缺 如 又 ハ 微 弱 ナ ル ハ 末節 ノ缺 如 セル カ又 ハ

其 ノ微量 ナ ル ニ 基 因 シ,中 節 ハ稍 多量 ニ含 有 サ ル

ト云 ヘ リ.

海〓 血清 ヲAlbumin, Globulinニ 分 離 シ夫 レ

ノ ミニテ ハ 補體 作用 ヲ發 揮 セ ズ.兩 者 ヲ混 合 ス ル
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時 ハ 完 全 ニ補 體 作 用 ヲ囘 復 ス.海〓 血 清Albumin

屑, Globulin屑20%ヲ 等量 混 和 ス ル時 ハ補 體 價

0.3㏄ ナ リキ.

家 兎,牛,山 羊 血 清Globulinニ テ 代 償 ス ル時

ハ 補體 價0.7ccト ナ ル鶏 血清Globulinニ テ ハ 代

償 不 可能 ニ シテ,馬 血清Globulinニ テハ 極 ク輕

度 ニ代 償 シ得 ル ノ ミ.

然 ル ニ 海〓 補 體Albuminヲ 他 種 動 物 血 清

Albuminニ テ 代 償 スル ニ 補體 作用 ヲ發 揮 セ ズ,

即 チ一 般 ニ他 種 動 物Globulinニ テ ハ海〓補 體 ノ

中 節 代償 可 能 ナ ル モAlbuminニ テ ハ 海〓 補體 末

節 代 償 不可 能 ナ リ.即 チ他 種 動 物 血清 中 ニ ハ中 節

ハ 多 量 ニ存 ス ル モ末 節 ハ缺 如 又 ハ微量 ナ ル ニ依 ラ

ン.

第10表　 他 種 動 物 血 清Albumin,

 Globulinノ 海〓補體 ノ末

節,中 節 ノ代 償 能 力

第4章　總 括竝ニ考按

以上實驗成績ヲ總 括 スレバ次ノ如 シ.

溶血反應 ニ於テモ補體 テ1單 位以下使 用

スル時ハ免疫 血清 濃厚部 ニ於 テNeisser

 Wechsberg氏 現 象ヲ 現 ス 事ヲ得.

補 體 モ1單 位 以 下減 量 ス ル ニ隨 ヒ溶 血 價 ハ

次 第 ニ低 下 ス レ ドモ 反應 阻 止部 ハ益 々擴 大 ス

而シ テ溶 血 素 量,血 球 量,補 體3者 ノ好 適 濃

度 部ヲ 中心 トスル形 ヲ呈 ス.

補體 一定 量 以 下 ニ 於 テ ハ最 早 ヤ溶 血 現 象 竝

ニ溶 血阻 止帯 現 象全 ク消 失 ス.

補體 テAlbumin屑, Globulin屑 ニ分 離

シ其 ノ補體 作 用 ヲ表 ハス量 的 關 係ヲ 見 ル ニ

Albumin量 充 分 ナ ル 時 ハGlobulin量

Albuminノ1/10ニ テ モ完 全 補 體 作 用ヲ 表ハ

シ1/40ニ テ モ輕 度 ノ補體 作 用ヲ 表 ハ ス.

Globulin量 ガAlbumin量 ヨ リ多 量 ナ ル 時

ハ却 テ補體 作 用減 却 或 ハ消 失 ス.

Globulin量 充 分 ナ ル モAlbumin量 小 量 ナ

ル時 ハ補體 作用弱 クAlbumin量, Globulin

量 略 ボ 等 量 ノ 時 作 用 強 クAlbumin量 對

Globulin量1:3迄 完全 溶 血 ヲ起シ1/10ノ 時

極輕 度 ノ補體 作 用 ヲ起 ス.

之 ヲ以 テ見 レバ 補體 作 用 ニ ハAlbuminハ

Globulinヨ リモ補體 作 用 ニ重 大 ナ ル役 割 ヲ

ナ ス ベ クAlbuminガGlobulinヨ リモ補體

作 用 ニ對シ鋭 敏 ナ リ.

Globulin量 多 量 ニ過 ギ テ モ小 量 ニ過 ギテ

モ補 體 作 用 不 完全 ニ シテAlbuminハ 多 量 ナ

ル程 補體 作 用 完 全 ニシ テ 小 量 ニ 過 ギル 時 ハ

Globulinヨ リモ補 體 作 用 ニ對 シテ鋭 敏 ナ リ,

補體 ノAlbumin量 ヨリGlobulin量 多 量 ナ

ル 時 モ亦Globulin餘 リニ小 量 ナル 時 ニ モ溶

血 阻 止帯 現 象 出現シ, Albuminノ 絶 對 量餘 リ

ニ小 量 ナ ル時 ニ モ亦溶 血 阻 止 帯 現 象 ヲ 起 シ

得.斯 カ ル際 溶 血阻 止 帯 現 象 ハ該 補 體 ノ補體

作 用不 充 分 ニ シテ補 體 價 ノ充 分 ニ存 在 セ ザ ル
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ニ依 ル.

血 球 量 ヲ減 少 ス ル ニ隨 ヒ,補 體 量 モ夫 レニ

平 行 シテ減 少 ス ル時 ハ溶 血 素 價 ハ次 第 ニ上 昇

ス ル ト共 ニ溶 血 阻 止 帯 部 モ次 第 ニ擴 張 ス.

然 レ ドモ補髄 量 テ一定 ニ シ血球 量 ヲ減 ズル

時 ハ溶 血素 價 ハ上昇 ス ルモ溶 血阻 止 帯現 象 次

第 ニ不 鮮 明 ニナ リ遂 ニ阻 止 帯 現 象 ヲ呈 セザ ル

ニ至 ル.

高 張 食鹽 水「メヂ ウ ム」ニ於 テ ハ補體 價 竝 ニ

溶 血 價減 却 シ,溶 血 阻 止帯 現 象 一般 ニ不 明 瞭

ニナ ル,溶 血 價 ノ低 減 ニ伴 ヒ平 行 シテ移 動 シ

阻 止 帯狹 小 トナ ルナ ラ ンモ,亦 高 張 「メヂ ウ

ム」 ニ於 テ ハ 反應 度 減 弱 サ レ溶 血 價低 下 ス ル

ト共 ニ 反應 度 一般 ニ減弱シ隨 テ溶 血 阻 止帯 一

般 ニ不 鮮 明 ニ ナ ル ナ ラ ン.

溶 血素 血 清 ヲ炭 酸 誘 導 法 ニ ヨ リAlbumin

屑, Globulin屑 ニ分離 スル ニ溶 血素 ハ大 部 分

上清(Albumin屑)ニ證 明 サ レGlobulin

屑ニハ 極 小 量 ノ溶 血 素 ヲ證 明 シ得.

コノAlbumin屑 ニ於 ケ ル溶 血 素 ニ於 テ モ

補體 量 ヲ小 量 用 フル時 ハ溶 血 阻 止帯 現 象 ヲ認

ム,即 チ溶 血 素 血 清 中 ノGlobulinガ 溶 血 阻

止帯 現 象 ヲ起 サ ザ ル ヲ知 ル.

Globulin屑 ニ於 テ ハ溶 血素 小量 ニ シテ溶

血 阻 止帯 現 象 著 明 ナ ラズ.

次 ニ分 離溶 血 素 ニ於 テ モ,補體1單 位 以 下

テ使 用 ス ル時 ハ溶 血阻 止 帯 現 象 ヲ發 揮 シ得.

溶 血 素 血 清 成 分 ヲ除 去 セ ル モ ノニ於 テ モ溶

血 阻 止帯 現 象 テ發 揮 シ得 ル ヲ見 レバ 溶 血素 血

清 成 分 ニ ヨ リテ溶 血 阻 止 帯 現 象 ノ出 現 ア ルハ

考 ヘ ラ レズ.

溶 血 阻 止部 卜完 全溶 血 部 ノ上 清 ノ殘 存 補體

量 ヲ檢 スル ニ溶 血 阻 止部 ニ 於 テ殘 存 補體 量 ヲ

認 ム,即 チ遊 離 ノ殘 存 補 體 ア リ.

溶 血 素 ハ夫 々相 當 量 ノ結 合 アル ヲ認 ム.

以 上 ノ 事實 ヨ リ シテ溶 血 阻 止 帯 現 象 ハ溶 血

素,血 球,補 體3者 ノ量 的 關 係 不調 和 ニ ヨ リ

テ溶 血 阻 止帯 現 象 ヲ表 ハ ス モ ノ ト思 考 ス.就

中補 體 量 ハ甚 シク鋭 敏 ナ リ.

溶 血 素,血 球,補 體3者 ニ ハ好 適 濃度 ノ存

ス ル モ ノニ シテ,就 中溶 血 素 量 ハ山根 氏31)ニ

ヨ レバ4單 位 ニ於 テ最 モ溶 血 反應 鋭 敏 ナ ル ヲ

認 メタ リ.

海〓 補體 中 ノ中 節 ヲ 他 種 動 物 血清 ノGlo

bulinニ テ代 償 セ シム ル ニ 一般 ニ補體 作 用 テ

代 償 ス ル事 テ得.家 兎,牛,山 羊 血清Globulin

ニ テ代 償 セ シメ ル時 ハ海〓 血 清Globulinヨ

リハ補體 價約 牛減 ス ルモ,馬 血清Globulinハ

極 ク輕 度 ニ,家 鶏 血 清Globulinニ ハ代 償 力

ナ シ.海〓 補 體 末 節 ヲ他 種 動 物血 清Albumin

ニ テ代 償 セ シム ル ニ代 償 力 ナ シ.即 チ他種 動

物 ニ ハ一般 ニ 中節 ハ充 分 ア ルモ,末 節 ハ微 量

力,或 ハ存 在 セザ ルガ如 シ.

第5章　 結 論

1) 溶 血 反應 ニ於 テ モ,補 體 ヲ1單 位 以下

使 用 ス ル時 ハ溶 血 素 濃 厚部 ニ於 テ溶 血 阻 止 帯

現 象 ヲ發揮 ス.

2) 補 體 作 用上 ニ於 テ末 節,中 節 ノ量 比 關

係 ヲ見 ルニ末 節 ハ 中節 ヨ リモ其 ノ補 體 作 用 ニ

於 テ鋭 敏 ナ リ.中 節 ガ末 節 ヨ リモ多 量 ニ過 ギ

テ モ又餘 リニ小 量 ニ過 ギ テ モ補 體 作 用不 充 分

ナ リ.末 節 ノ小 量 ナ ル時 モ然 リ.

3) 末 節,中 節 ヲ種 々 ノ量 比 ニ スル時 ハ或

ハ完 全 溶 血,或 ハ溶 血 阻 止 帯 現 象 ヲ發 現 スル

モ,之 ハ 其 ノ補 體價 ニ ヨル.
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4) 補 體 一定 ナ ル時 ハ溶 血 阻 止 帯 現 象 血 球

量 減 少 ニ ツ レ不 鮮 明 トナ リ補 體 モ 之 ニ 平 行 シ

テ 減 ズ ル時 ハ阻 止帯 現 象 愈 々鮮 明 トナ ル.

5) 高 張 「メ ヂ ウ ム 」ニ於 テ ハ溶血阻 止 帯 現

象 幾 分 不 明 瞭 トナ ル.

6) 分 離 溶 血 素 竝 ニ 溶 血 素Albumin屑 ニ

テ溶 血 阻 止 帯 現 象 ヲ發 揮 シ得.

7) 溶 血 阻 止 部 ニ 於 テ ハ 補 體 幾 分 力遊 離 ノ

状 態 ニ ア リ.

8) 溶 血 素 ハ夫 々相 當 量 ノ結 合 ヲ認 ム.

9) 各 腫 動 物 血 清 ノGlobuliuハ 海〓 補 體

ノ 中 節 ヲ代 償 シ得 ル モAlbuminハ 末 節 ヲ代

償 シ得 ズ.

10) 溶 血 阻 止 帯 現 象 ハ溶 血 素.血 球,補 體

ノ 量 的 關 係 ニ ヨ リ成 立 ス ル モ ノ ナ ラ ン.

稿 ヲ終 ル ニ臨 ミ懇 篤 ナ ル御 指 導 卜御校 閲 ト

ヲ賜 リ タル恩 師 緒 方 教 授 ニ謹 ミテ衷 心感 謝 ノ

意 ヲ表 ス.
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